
     会長挨拶 

第 63 回日本唾液腺学会を担当します千葉大学耳鼻咽喉科

の岡本でございます。 

特異な炎症疾患、腫瘍の発生もみられる唾液腺ですが、そ

の発生、再生、機能について様々な検討が進んでいます。 

今回、基礎研究について特別講演と臨床のトピックスとし

てシンポジウムをそれぞれ企画いたしました。特別講演と

しては千葉大学医学部分子腫瘍学の金田篤志教授に［がん

エピジェネティクスの重要性と研究の現状］というタイト

ルでご講演をお願い致しました。がん研究においてエピゲ

ノム解析は大きな分野として発展していますが、金田教授

はこの領域の研究の第 1人者であり、臨床にも直結した多

くの業績を挙げておられます。先生のお話はがん研究のみならず、炎症、発生の研究にも大

いに参考になるものと期待できます。 

臨床では、唾液腺腫瘍を取り上げました。特に唾液腺がんの診断、治療に多くの経験を有

していらっしゃる方にシンポジストとしてご参加をお願いしました。唾液腺の治療につき

まして最新の知見を整理することが出来ればと思います。 

 会場は例年同様、交通の便が良い文教学院大学の本郷キャンパスを御用意していただき

ました。多くの先生方のご参加と活発な質疑をお願い致します。今後益々、唾液腺研究が発

展していく契機になれば幸いです。 

 

 


